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した Society 5.0 時代に対応するため，情報活用能力やデータリテラシーなど，
教師が新しい知識・技能を継続的に学ぶ必要性も議論されている（中央教育審
議会, 2020）。 























Argyris & Schön(1974)によれば，省察を通じた学習には 2 つのレベルがある。
1 つはシングルループ学習（single-loop learning）であり，既有の考え方や
行為の枠組みに基づいて問題解決に取り組み，その結果の良し悪しを確認する




















ており変化しづらいという性質がある（e.g., Brousseau, Book, & Byers, 
1988）。また，教師の一貫した指導スタイルとの関連が示されており（e.g., 
Evertson & Weade, 1989），教育実践を行う上での認知的枠組みとなることが
示唆されている。 

















































2019 年 10 月～11 月の時期に，A 県の公立小学校に勤務する教員に対して質
問紙調査を実施した。研究協力の承諾を得られた小規模校 2 校（児童数約 200





質問紙を 91 名に配布し，78 名から回答が得られた（回収率 85.7％）。回答
不備の1名を除く，77名を有効回答とし，分析の対象とした（有効回答率84.6％）。
回答者の性別は男性が 32 名（41.6％），女性が 44 名（57.1％），無回答が 1
名（1.3%）であった。年代は 20 代が 21 名（27.3％），30 代が 13 名（16.9％），
40 代が 21 名（27.3％），50 代以降が 21 名（27.3％），無回答が 1 名（1.3%）
であった。教職歴は 3 年以下が 11 名（14.3％），10 年以下が 19 名（24.7％），
15 年以下が 13 名（16.9％），20 年以下が 4 名（5.2％），30 年以下が 15 名


























データの分析にはすべて HAD 16.102（清水, 2016）を使用した。教師のビリ
ーフに関する 20 項目について，因子分析（最小二乗法，プロマックス回転）を
行った。固有値の減衰と解釈可能性を考慮し，4 因子を抽出した（累積説明率









































1 2 3 4 
第 1 因子： 学校教育の理想像       
10. 学校教育に携わるものとして同僚との同一歩調を取ることが必要である .70 .01 -.20 -.04
18. 教師は，社会的に価値ある職業である .58 .09 -.10 -.42
12. 学級経営は学級集団全体の向上が基本である .57 .09 .11 -.06
15. 教師は担当するすべての児童から慕われるべきである .56 -.13 .12 .21 
19. 児童は学校で進んで授業や活動に参加する態度が望ましい .55 .31 .11 -.07
20. 学級崩壊や授業崩壊は，かなり教師の力量に関係する .49 -.14 .11 -.07
11. 児童は思っていること・考えていることは，しっかり発信し，行動で示すことが 
大事である 
.34 .15 -.01 .02 
第 2 因子： 規律重視        
14. 児童は学級の決まりを守り，他の児童と協調していかなければならない .09 .69 .03 .15 
6. 年間の授業の進め方の大枠は，指導書を参考にすべきである -.23 .69 .20 -.07
16. 教師と児童は親しい中にも，毅然とした一線を持つべきである .18 .58 -.25 .20 
9. 児童が学校・学級の規則を守る努力をすることは,社会性の育成につながる .13 .47 -.11 .09 
1. 教師はその指示によって，児童に規律ある行動をさせる必要がある -.10 .37 .06 .04 
5. 教師は学校で認められた模範的な授業は，日々の授業に生かすべきである .15 .27 -.07 .11 
第 3 因子： 権威志向        
7. 教育理論などを引用する教師は実践力の伴わない教師が多い .11 -.19 .62 -.06
8. 学習成績の不振な児童には,努力不足の児童が多い -.07 .22 .60 .06 
4. 学級の問題は,担任教師の力だけで解決するべきである -.14 -.03 .55 .09 
13. 教師は児童の学習・行事などの活動意欲を刺激するために,競争意識を持た 
せることは必要である 
.04 .17 .48 -.33
3. 教師は他の教師から非難や指摘をされないような学級経営をすべきである .27 -.16 .41 .39 
2. 教師は授業において，自分の知識が不確かなことを児童に知られることは， 
教育上好ましくない 
.19 .03 .35 .17 
残余項目        
17. 教師は児童に休み時間でも馴れ馴れしい態度や言葉遣いをさせるべきでは 
ない 
-.11 .29 .05 .74 
因子間相関 2 .52  
3 .40 .25  




表 2 教師のビリーフおよび自律的な学習姿勢の尺度構成（N=77） 
尺度 項目数 α係数 平均 SD 
教師のビリーフ：     
学校教育の理想像 7 .75 3.82 0.58 
規律重視 6 .66 4.18 0.43 
権威志向 6 .66 2.53 0.56 
教師の自律的な学習姿勢：     
同僚の経験の取り入れ 7 .93 4.50 0.56 
児童・保護者の視点の考慮 4 .83 4.46 0.55 
前向きな挑戦姿勢 4 .76 3.90 0.59 
自己省察 4 .81 4.24 0.60 
 
表 3 分析に使用した変数間の相関係数（N=77） 
尺度 
相関係数（r） 
1 2 3 4 5 6 
教師のビリーフ：       
1.学校教育の理想像       
2.規律重視 .44**      
3.権威志向 .43** .23*     
教師の自律的な学習姿勢：       
4.同僚の経験の取り入れ .28* .27* -.13    
5.児童・保護者の視点の考慮 .28* .17 .03 .38**   
6.前向きな挑戦姿勢 .26* .02 -.06 .23* .41**  
7.自己省察 .33** .09 .05 .35** .69** .52** 
注：表中の数値は Pearson の積率相関係数（r）を示す。 *p<.05, **p<.01 
 
３ 教師のビリーフが自律的な学習姿勢に及ぼす影響 

























教師のビリーフ：     
学校教育の理想像 .37** .21 .37** .30* 
規律重視 .19 .33* .00 .18 
権威志向 -.25* -.19 -.25† -.18 
交互作用項：     
理想像 ✕ 規律重視 .27† .34* .28† .29† 
理想像 ✕ 権威志向 .15 -.04 .04 -.15 
規律重視 ✕ 権威志向 -.36* .15 -.02 .09 
説明率（R2） .29** .26** .18* .25** 







































図 1 「同僚の経験の取り入れ」へのビリーフの交互作用 
（左：理想像✕規律重視; 右：規律重視✕権威志向） 
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The Effects of Teachers’ Beliefs on their Autonomous Learning Attitudes: 
Implications for Professional Growth. 
 
MISAWA Ryo*1, NABETA Mizuki*2, MORIYASU Fumihiko*3 
 
This study examined the effects of teachers’ beliefs on their autonomous 
learning attitudes. A questionnaire survey administered to in-service teachers in 
Japanese public elementary schools received 77 responses. The following four 
aspects of teachers’ autonomous learning attitudes were measured using scales 
based on previous findings: “incorporating colleagues’ experiences,” 
“considering children’s and parents’ perspectives,” “challenging attitude,” 
and “self-reflection.” Concerning teachers’ beliefs, three factors were 
extracted through a factor analysis: “ideal vision of school education,” 
“emphasis on discipline,” and “authority orientation.” The correlation 
analyses showed that the belief concerning the “ideal vision of school education” 
was positively related to each aspect of an autonomous learning attitude. 
Additionally, multiple regression analyses using interaction terms revealed that 
the positive effect of the “ideal vision of school education” belief on an 
autonomous learning attitude was moderated by the “emphasis on discipline” belief. 
That is, the “ideal vision of school education” only promoted autonomous learning 
attitudes when the “emphasis on discipline” belief was strong. Implications 
regarding the professional growth of teachers were discussed. 
 
Keywords: elementary school teacher, belief, autonomous learning, professional 
growth 
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